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 論文審査の結果の要旨
 本論文はニチニチソウ懸濁培養細胞の同調培養系を用い,高等植物の細胞周期の進行とその
 制御に関わる遺伝子の発現について明らかにすることを目的としたものである。
 本論文では,本論文提出者の研究室において確立された同調培養系を用いて細胞周期におけ
 る遺伝子の発現の変化について,二次元電気泳動法を用いて調べた。その結果,細胞周期の特
 定の時期に発現するmRNAが存在する他に,細胞周期の各期ではその量は変わらないが,増殖
 を停止した細胞では量的にかなり減少するか,もしくは全く検出できないmRNAが存在する
 ことを明らかにし,細胞周期の各期,および増殖中の細胞にそれぞれ特異的な遺伝子発現が存
 在することを示唆した。
 次に本論文では,細胞周期の特定の時期に発現するmRNAに対応するcDNAの単離に成功
 している。同調培養過程のS期にある細1胞から,λgdlをベクター一として調製したcDNAライ
 ブラリーに対し,differelltiaiscreelliエlgを行ない,4種類のcDNAを単離した。(pCYCO1,02,
 06,07)。CYCO2は,リン酸飢餓処理によりG1期に停止した細胞と,およびGl/S期の細胞で
 発現し,CYCO7はGl/S期の細胞に特異的に発現することが明らかとなった。バッチ培養過程,
 および増殖停止状態にある細胞での発現を調べた結果,CYCO2,07ともに細胞の増殖に深く関
 わる遺伝子であることが明らかになった。本論文提出者の研究室において単離されたcDNAの
 塩基配列を決定した結果,CYCO2,07は既に報告されているタンパク質とは相同性がなく,初
 めて報告された遺伝子であった。CYCO1,06はriboaomalRNAに対するcDNAであった。
 この論文の最後の章では,動物細胞においてDNAポリメラーゼδの補助因子として同定さ
 れているproliferatingcelhluclearalltige11(PCNA)に対して,ニチニチソウS期cDNAラ
 イブラリーから,PCNAのcDNAを単離している。得られたcDNAの塩基配列を決定した結
 果,植物と動物のPCNA遺伝子のアミノ酸配列は保存的置換を含めた場合,85%の相同性を持
 つことが明らかになった。さらに植物のPCNA遺伝子はS期特異的に発現することを明らか
 にした。
 本論文では,高等植物の細胞周期中の遺伝子発現について分子生物学解析を行った数少ない
 報告である。
 これらの結果は,植物生理学に抄ける重要な新知見で博士論文の内容に値するものである。
 以上児玉浩明提出の論文は,本人が,自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学
 識を有することを示している。
 よって,児玉浩明提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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